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移
住
支
援
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
活
用

　

と
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
充
実

　

本
町
の
情
報
を
誰
も
が
気
軽
に
探
す
、

調
べ
る
、
知
る
手
段
を
提
供
し
、
移
住

を
希
望
す
る
人
に
「
香
美
町
」
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
28
年
度
に

制
作
し
た
移
住
支
援
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
を
有
効
活
用
し
、
知
名
度
の
向
上
を

図
る
取
組
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

た
物
件
の
家
財
道
具
な
ど
の
搬
出
に
必

要
と
な
る
経
費
な
ど
の
補
助
を
行
う

「
空
き
家
利
活
用
促
進
支
援
事
業
」
を

実
施
し
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
物
件
登

録
を
促
進
し
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

移
住
希
望
者
の
来
町
支
援

　

本
町
に
興
味
が
あ
る
人
が
地
域
で
の

暮
ら
し
を
気
軽
に
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件

な
ど
を
活
用
し
た
「
お
試
し
住
宅
」
の

提
供
や
、
本
町
を
訪
れ
る
際
の
交
通
費

の
補
助
を
行
う「
移
住
促
進
支
援
事
業
」

を
新
た
に
実
施
し
、
本
町
へ
訪
問
す
る

き
っ
か
け
作
り
を
促
進
し
ま
す
。

移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど

　

都
市
部
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
相
談
会

や
田
舎
暮
ら
し
フ
ェ
ア
な
ど
へ
積
極
的

に
出
展
・
参
加
し
、
移
住
の
き
っ
か
け

づ
く
り
を
行
う
取
組
に
さ
ら
に
力
を
入

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
課
題
の
解
決
や
魅
力
の

発
掘
な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
参
加
者

が
共
同
で
行
う
、
都
市
部
の
人
を
対
象

と
し
た
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
町
の
魅
力

の
再
発
見
や
地
域
課
題
の
解
決
を
通
じ

て
、
町
の
魅
力
を
都
市
部
の
人
へ
周
知

し
、
本
町
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
取
組
を
行
い
ま
す
。

移
住
を
希
望
す
る
人
へ
の
起
業
支

　

援
と
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
所
誘
致

　

町
や
町
民
の
皆
さ
ん
と
関
わ
り
、
本

町
へ
の
移
住
に
興
味
の
あ
る
人
へ
の
仕

事
や
住
居
な
ど
の
情
報
提
供
と
合
わ
せ
、

起
業
を
検
討
し
て
い
る
人
が
よ
り
利
用

し
や
す
く
な
る
よ
う
改
正
し
た
「
起
業

・
創
業
支
援
事
業
補
助
金
」
や
、
平
成

29
年
度
に
新
設
し
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
オ

フ
ィ
ス
等
開
設
・
設
置
支
援
事
業
補
助

金
」を
活
用
し
、起
業
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
部
の
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
所

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
町
内

の
空
き
家
に
誘
致
す
る
「
空
き
家
を
活

用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
事

業
」
を
実
施
し
、
働
き
や
す
い
環
境
を

求
め
て
い
る
移
住
希
望
者
の
受
け
入
れ

と
町
内
へ
の
新
し
い
事
業
所
の
誘
致
に

取
り
組
み
ま
す
。

「香美町への新しいひとの流れをつくる」

～移住定住の取組～

この町に暮らすという選択

　本町では、平成 22 年の人口約１万９千人が、平成 52 年には約１万１千人になると予測されています（香

美町人口ビジョンより）。

　人口が減少すると、集落をはじめとする地域コミュニティなどを維持することが難しくなり、地域経済の縮

小などのさまざまな影響が考えられます。

　そこで、町では、平成 27 年 10 月に策定した「香美町総合戦略」の基本目標の一つとして「香美町への新

しいひとの流れをつくる」を掲げ、町の知名度を含めたまちの魅力を発信し、町外の人が本町を訪れる機会を

つくり、そこでの交流などを通じて移住への動機づけを行う取組を進めています。

　ここでは、町が行っている移住定住に関する事業やその取組の内容をお知らせします。

▲ 昨年度実施した移住体験ツアーの様子 ▲ 移住相談会の様子

今
年
度
の
取
組

問い合わせ先　役場企画課
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町
内
の
空
き
家
な
ど
を
利
活
用
す
る
た
め

「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
空
き
家
な
ど
の
情
報
を

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
開
を
し
、
本
町
へ
の

移
住
を
希
望
す
る
人
な
ど
へ
物
件
や
地
域
の

情
報
を
提
供
し
、
物
件
所
有
者
と
利
用
希
望

者
と
の
橋
渡
し
を
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

４
月
１
日
現
在
、
17
件
登
録
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
か
ら
多
く
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
情
報
は
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
空
き
家
を
売
買
、
賃
貸

し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
空
き
家
バ
ン
ク

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
方
法

① 

「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
申
込
書
」
と
「
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
カ
ー
ド
」
を
町
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

② 

申
込
書
を
受
理
後
、
町
の
担
当
者
が
現
地

調
査
を
し
、
空
き
家
情
報
登
録
台
帳
へ
登

録
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
し
ま
す
。

③ 

対
象
物
件
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場

合
、
町
の
担
当
者
な
ど
が
現
地
を
案
内
し

ま
す
。

④ 

売
買
や
賃
貸
に
つ
い
て
交
渉
の
申
し
込
み

が
あ
っ
た
場
合
、
物
件
所
有
者
に
対
し
て
、

町
の
担
当
者
か
ら
交
渉
希
望
者
の
情
報
を

連
絡
し
ま
す
。

※ 

売
買
や
賃
貸
借
に
関
す
る
交
渉
は
一
般
社

団
法
人
兵
庫
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
但

馬
支
部
が
行
い
ま
す
。

　

町
外
か
ら
の
移
住
と
町
内
で
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
「
住
宅
取
得
奨
励
金
制
度
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
宅
を
建
築
ま
た
は
購
入

し
居
住
し
た
人
に
対
し
て
、
町
内
で
の
使
用

に
限
定
し
た
商
品
券
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

交
付
要
件

移
住
者
の
場
合

　

・ 

転
入
前
に
お
い
て
概
ね
２
年
以
上
町
外

に
居
住
し
て
い
た
人

　

・ 

転
入
後
５
年
以
内
に
町
内
に
住
宅
を
取

得
し
た
人
、
ま
た
は
町
内
に
住
宅
を
取

得
後
１
年
以
内
に
転
入
し
た
人

　

・ 
取
得
し
た
住
宅
の
持
分
が
２
分
の
１
以

上
（
共
有
名
義
の
場
合
は
共
有
者
全
て

が
交
付
要
件
に
該
当
）

　

・
自
己
の
居
住
の
た
め
の
住
宅

　

・
町
の
徴
収
金
に
滞
納
が
な
い

　

・
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

　

・ 

こ
れ
ま
で
、
町
の
住
宅
取
得
に
関
す
る

補
助
金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

定
住
者
の
場
合

　

・
町
内
に
住
宅
を
取
得
し
た
人

　

・ 

取
得
し
た
住
宅
の
持
分
が
２
分
の
１
以

上
（
共
有
名
義
の
場
合
は
共
有
者
全
て

が
交
付
条
件
に
該
当
）

　

・
自
己
の
居
住
の
た
め
の
住
宅

　

・
町
の
徴
収
金
に
滞
納
が
な
い

　

・ 

こ
れ
ま
で
、
町
の
住
宅
取
得
に
関
す
る

補
助
金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

申
請
方
法

　

住
宅
取
得
後
１
年
以
内
に
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
内
で
の
定
住
促
進
や
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
た
物
件
の
利
活
用
を
推
進
す
る
た

め
「
住
宅
改
修
費
助
成
制
度
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
内
の
業
者
を
利
用
し
て

空
き
家
や
住
宅
を
改
修
す
る
人
に
対
し
て
、

町
内
で
の
使
用
に
限
定
し
た
商
品
券
を
交
付

す
る
も
の
で
す
。

交
付
要
件

個
人
住
宅
の
場
合

　

・ 

申
請
者
が
所
有
し
、居
住
し
て
い
る（
住

民
登
録
が
あ
る
こ
と
）

　

・ 

申
請
す
る
工
事
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

に
町
の
住
宅
改
修
に
関
す
る
補
助
金
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

　

・
町
の
徴
収
金
に
滞
納
が
な
い

　

・ 

過
去
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
の

助
成
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い

　

・ 

町
内
の
業
者
が
施
工
す
る
工
事
に
要
す

る
費
用
が
20
万
円
以
上
の
改
修
工
事

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
の
場
合

　

・ 

申
請
者
が
所
有
し
、
居
住
ま
た
は
居
住

予
定
で
あ
る
（
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と
）

　

・ 

申
請
す
る
工
事
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

に
町
の
住
宅
改
修
に
関
す
る
補
助
金
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

　

・
町
の
徴
収
金
に
滞
納
が
な
い

　

・ 

過
去
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
の

助
成
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い

　

・ 

町
内
の
業
者
が
施
工
す
る
工
事
に
要

す
る
費
用
が
20
万
円
以
上
の
改
修
工
事
、

ま
た
は
、
空
き
家
利
用
者
が
原
材
料
を

購
入
し
実
施
す
る
費
用
が
総
額
20
万
円

以
上
の
改
修
工
事

申
請
方
法

　

住
宅
改
修
工
事
に
着
手
す
る
前
に
、
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

▲ 雪囲い作業を行う空き家所有者と入居予定者 ▲ 空き家バンクに登録されている物件例

住
宅
を
取
得
す
る
人
へ
の
制
度

住
宅
を
改
修
す
る
人
へ
の
制
度

空
き
家
を
利
活
用
す
る
人
へ
の
制
度
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４
月
９
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
た
香
美
町
消
防
団
出
初
式
に
は
、
今
後

武た

け

し司
団
長
以
下
４
７
０
人
が
出
席
。
多
数
の

来
賓
が
見
守
る
中
、
役
員
に
対
す
る
辞
令
交

付
や
新
入
団
員
の
任
命
（
分
団
長
以
上
は
左

記
の
と
お
り
）、
長
年
に
わ
た
る
消
防
活
動

へ
の
功
績
に
対
す
る
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

冒
頭
、
浜
上
町
長
は
６
年
が
経
過
し
た
東

日
本
大
震
災
に
触
れ
、
そ
の
遺
族
や
被
災
者

に
対
し
て
お
見
舞
い
の
言
葉
と
一
日
も
早
い

復
興
へ
の
願
い
を
述
べ
た
後
、「
昨
年
度
の

火
災
発
生
件
数
は
一
昨
年
よ
り
１
件
多
い
６

件
で
、
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
の
迅
速
な
消
火

活
動
に
よ
り
、
被
害
が
最
小
限
に
食
い
止
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
町
政
の
重
点
施
策
の
一
つ

に
『
防
災
の
強
化
』
を
掲
げ
て
お
り
、
香
住

区
の
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

実
施
設
計
に
着
手
す
る
ほ
か
、
消
防
団
の
装

備
の
充
実
を
順
次
図
り
ま
す
。
消
防
団
の
皆

さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
常
に
先
頭
に

立
っ
て
活
動
し
、
町
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
に
も
あ
る
よ
う
に
、
皆
さ

ん
自
身
の
生
命
を
最
優
先
に
し
て
活
動
に
励

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
団
長
に
就
任
し
た
今

後
団
長
は
、「
近
年
の
災
害
は
、
東
日
本
大

震
災
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
異
常
気
象
の
よ

う
に
、
予
報
や
予
測
が
非
常
に
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
我
々
消
防
団
も
、
今
ま
で
の
常

識
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
行
政
を
は
じ

め
関
係
機
関
と
さ
ら
に
連
携
を
強
化
し
、
自

然
災
害
を
含
め
た
大
規
模
災
害
な
ど
の
有
事

に
備
え
て
万
全
の
体
制
を
と
り
、
災
害
に
強

い
町
、
災
害
の
な
い
町
を
目
指
し
て
、
日
ご

ろ
の
訓
練
を
怠
る
こ
と
な
く
、
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
」
と
訓
示
を
行

い
ま
し
た
。

▲式辞を述べる浜上町長

▲訓示を行う今後団長

平
成
29
年
度
香
美
町
消
防
団
出
初
式

▲新入団員を代表して決意を誓う松森さん

▲消防団の発展と災害のない１年を祈って行われた万歳三唱

　

ま
た
、
新
た
に
基
本
団
員
40
人
と
機
能
別

団
員
４
人
が
入
団
。
代
表
し
て
香
住
特
設
分

団
の
松
森
仁じ

ん

や哉
さ
ん
が
「
消
防
団
の
一
員
と

し
て
、
訓
練
を
重
ね
、
一
日
も
早
く
知
識
と

技
術
を
身
に
付
け
、
地
域
の
防
災
活
動
の
中

核
と
し
て
住
民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
力
強
く
誓
い
ま

し
た
。

　

式
典
の
終
わ
り
に
香
美
町
議
会
上
田
勝
幸

副
議
長
の
発
声
に
よ
り
、
消
防
団
の
発
展
と

災
害
の
な
い
１
年
を
祈
っ
て
万
歳
三
唱
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
町
、
災
害
の
な
い
町
を
目
指
し
て
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◇
団
長
…
今
後
武
司

　

【
香
住
支
団
】

　

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
磯
田
啓
介

　

◇ 

副
団
長
兼
副
支
団
長
…
橋
本
昭
弘
、

　
　

渡
邉 

孝
、
中
村 

悟

　

◇
分
団
長

　

・  

支
団
本
部
…
清
水
容よ

し

か

ず和
、
馬
場
一か

ず

と

し壽
、

濵
本
幸
広
、
今
西
康
喜

　

・
香
住
特
設
分
団
…
…
…
木
原
弘
一
郎

　

・
香
住
第
１
分
団
…
…
…
小
椋
勇
二

　

・
香
住
第
２
分
団
…
…
…
中
村
琢た

く

や弥

　

・
香
住
第
３
分
団
…
…
…
濱
田
清き

よ

ひ

と仁

　

・
香
住
第
４
分
団
…
…
…
佐
藤 

守

　

・
香
住
第
５
分
団
…
…
…
三
浦
丈た

け

し司

　

・
余
部
分
団
…
…
…
…
…
岡
本
展の

ぶ

あ

き明

　

・
柴
山
分
団
…
…
…
…
…
寺
川
公き

み

ひ

と人

　

・
佐
津
分
団
…
…
…
…
…
沼
田
健
治

　

・
奥
佐
津
分
団
…
…
…
…
脇
坂
利と

し

か

つ勝

　

・
長
井
第
１
分
団
…
…
…
清
水 

勉

　

・
長
井
第
２
分
団
…
…
…
原 

吉よ

し

み巳

　

【
村
岡
支
団
】　
　
　

　

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
古
家 

学

　

◇  

副
団
長
兼
副
支
団
長
…
石
井 

勇
、

　
　

長
岡
裕
文
、
西
村
一
敏

　

◇
分
団
長

　

・  

支
団
本
部
…
小
谷
佳よ

し

か

ず和
、
西
﨑 

昭
、

谷
脇
文
雄
、
石
井
精せ

い

い

ち一
、
西
田
一
彦
、

森
垣
文
裕

香
美
町
消
防
団
（
分
団
長
以
上
、敬
称
略
）

　

・
村
岡
特
設
第
１
分
団
…
山
田
桂
司

　

・
村
岡
特
設
第
２
分
団
…
井
上
政
志

　

・
村
岡
特
設
第
３
分
団
…
中
根
敏
彦

　

・
村
岡
第
１
分
団
…
…
…
井
口
栄
作

　

・
村
岡
第
２
分
団
…
…
…
小
林
久
之

　

・
村
岡
第
３
分
団
…
…
…
上
田
昌ま

さ

し司

　

・
村
岡
第
４
分
団
…
…
…
大
林
一
樹

　

・
村
岡
第
５
分
団
…
…
…
福
井
一
雄

　

・
村
岡
第
６
分
団
…
…
…
山
本
茂
行

　

・
村
岡
第
７
分
団
…
…
…
上
田
勝か

つ

や也

　

・
村
岡
第
８
分
団
…
…
…
古
川
尊た

か

し史

　

・
村
岡
第
９
分
団
…
…
…
中
村
和
成

　

【
小
代
支
団
】

　

◇
副
団
長
兼
支
団
長
…
邊
見
八
郎

　

◇ 

副
団
長
兼
副
支
団
長
…
西
村
吉
弘
、

　
　

古
岡
敏
幸

　

◇
分
団
長

　

・ 

支
団
本
部
…
田
中
公
雄
、
中
村
達
也
、

朝
倉
富
昭
、
古
岡
恵
祐

　

・
小
代
特
設
第
１
分
団
…
井
上
慎
也

　

・
小
代
特
設
第
２
分
団
…
田
野
和
則

　

・
小
代
第
１
分
団
…
…
…
井
上
直
樹

　

・
小
代
第
２
分
団
…
…
…
前
垣 

淳
じ
ゅ
ん

　

・
小
代
第
３
分
団
…
…
…
田
淵
祐
介

　

・
小
代
第
４
分
団
…
…
…
本
上
剛つ

よ

し士

　

・
小
代
第
５
分
団
…
…
…
小
林 

平
た
い
ら

　

・
小
代
第
６
分
団
…
…
…
毛
戸
勝か

つ

や也

問い合わせ先

役場総務課防災安全室

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
28
年
中
の
全
国
の
交
通
事
故
死
者
数

が
67
年
ぶ
り
に
４
千
人
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
死
者
の
半
数
以
上
を
高

齢
者
が
占
め
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
町

内
で
も
、
昨
年
、
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
交
通
事
故
を
な
く
す
た

め
に
、
交
通
弱
者
を
思
い
や
る
意
識
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
28
年
中
の
町
内
の
交
通
事
故
の
発
生

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
交
通
事
故
に
は
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

【
交
通
事
故
の
特
徴
】

　

発
生
時
間
と
し
て
は
、
12
時
か
ら
18
時
ま

で
の
時
間
帯
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

死
者
・
負
傷
者
の
年
齢
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▲人身事故の時間別発生状況

（件）

５

８ ８

２

6

11

00

1

0

４

０
時
〜

２
時
〜

４
時
〜

６
時
〜

８
時
〜

10
時
〜

12
時
〜

14
時
〜

16
時
〜

20
時
〜

22
時
〜

18
時
〜

琢

▲人身事故による死者・負傷者数（年齢別）

6～12歳1 人

死者・負傷者数死者・負傷者数
54 人54 人

平成 28年平成 28 年

65～69歳
9 人

25～64歳
23 人

75歳以上
10 人

16～19歳
5 人

70～74歳
5 人

13～15歳1 人
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新任職員の紹介
４月１日付、新規採用職員を紹介します。

津
つ だ

田望
み ゆ き

有希
企画課

　この度、企画課企画調整係に

配属となりました。

　出身は香住区訓谷です。

　生まれ育った町で働けること

を誇りに思います。自分の故郷

で町民の皆さんと関わりながら

働くことを楽しみにしています。

大学生活で学んだことを生かし、

町のために頑張って働きたいと

思います。

正
しょうがき

垣亮
り ょ う じ ろ う

治郎
建設課

　この４月から建設課建設管理

係に配属となりました。

　出身は村岡区福岡です。

　自分の生まれ育った町で行政

職員として働けることを感謝す

るとともに、職員として町民の

皆さんの期待に応えられるよう、

責任感を持ちつつ誠実に職務に

励んでいきたいと思います。

井
い の う え

上 舞
ま い

福祉課

　４月から福祉課社会福祉係に

配属となりました。

　出身は小代区広井です。

　４年間地元を離れていました

が、私を育ててくれた町に恩返

しをするために帰ってきました。

町民の皆さんが少しでも楽しく

暮らせるようなまちづくりのた

めに精一杯頑張ります。

天
て ん ら

良真
ま さ ひ ろ

浩
農林水産課

　農林水産課農林係に配属とな

りました。

　出身は村岡区味取です。

　役場に就職したのは山・川・

海に囲まれ、自然豊かな地元で

働きたかったからです。新人ら

しく元気に頑張りたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いしま

す。

山
や ま さ き

﨑理
り さ

紗
香住幼稚園

　春から幼稚園教諭として新採

用になりました。

　出身は香住区西です。

　私は、子どもの成長を近くで

感じられることがこの仕事のや

りがいだと感じています。

　先輩の先生から多くのことを

学び、子どもたちや保護者・地

域の皆さんと心を通わせ、笑顔

で頑張りたいと思います。

井
い の う え

上 舞
ま い

天
て ん ら

良真
ま さ ひ ろ

浩

山
や ま さ き

﨑理
り さ

紗

よ
ろ
し
く

お
願
い

ま
し

す
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

役
場
総
務
課
・
各
地
域
局

職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
資
格
な
ど

　

下
表
の
と
お
り

応
募
資
格

　

す
べ
て
の
職
種
で
昭
和
31
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
、
町
内
に
住
所
の
あ
る
健
康
な

人
採
用
日

　

６
月
１
日

賃
金
な
ど

・
環
境
美
化
推
進
作
業
員
…
日
額
７
３
０
０
円

・
保
健
師
…
日
額
８
３
０
０
円

・
歯
科
助
手
…
日
額
６
７
０
０
円

・
清
掃
員
…
半
日
３
４
０
０
円

・
通
勤
距
離
に
応
じ
て 

通
勤
手
当
支
給

・  

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入
（
清
掃
員

は
雇
用
保
険
の
み
）

応
募
方
法

　

 　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
、
希

望
職
種
の
資
格
を
持
つ
人
は
そ
れ
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

５
月
下
旬
に
役
場
本
庁
舎
で
面
接
を
行

い
ま
す
。

　

 　

な
お
、
面
接
時
間
な
ど
は
応
募
者
に
郵

送
で
通
知
し
ま
す
。

応
募
期
限

　

５
月
24
日
（
水
）

職種 主な勤務地 勤務時間 採用予定人数 特に必要な資格など

環境美化推進作業員 役場町民課 １日 １人 普通自動車運転免許

保健師 役場健康課 １日 １人 保健師免許

歯科助手 兎塚・川会歯科診療所 １日 １人

清掃員
香住文化会館および

香住区中央公民館
半日 １人

＜職種、採用予定人数、資格など＞

町
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
町
内
事
業
者
の
技
術
力
お
よ

び
経
営
な
ど
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
従
業
員
な
ど
に
行
う
人
材
育
成

事
業
に
対
し
、
事
業
者
が
実
施
す
る
研
修

会
、
ま
た
は
従
業
員
が
受
講
す
る
研
修
な

ど
の
研
修
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
対
象
と
な
る
従
業
員
は
、
正

規
雇
用
の
み
で
す
。

対
象
事
業
・
助
成
内
容

① 

研
修
を
事
業
者
自
ら
開
催
す
る
事
業

　

上
限
５
万
円

② 

研
修
な
ど
に
従
業
員
を
派
遣
し
、
受
講

さ
せ
る
事
業

　

上
限
２
万
円

③ 

資
格
の
取
得
（
国
家
資
格
な
ど
）
お
よ

び
技
術
の
取
得
の
た
め
に
従
業
員
を
派

遣
す
る
研
修

　

上
限
２
万
円

④ 

事
業
者
が
推
奨
す
る
資
格
の
取
得
な
ど

を
目
的
と
し
た
通
信
講
座

　

上
限
2
万
円

補
助
対
象
経
費

　

会
場
使
用
料
、
講
師
謝
金
、
交
通
費
、

受
講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

補
助
内
容

　

他
の
助
成
金
な
ど
が
あ
る
場
合
、
そ
の

額
を
控
除
し
た
経
費
が
、
１
人
に
つ
き
５

千
円
以
上
の
場
合
は
２
分
の
１
以
内
の
補

助
を
し
ま
す
（
た
だ
し
、
上
限
あ
り
）。

そ
の
他

① 

い
ず
れ
の
事
業
も
、
補
助
金
の
額
の
計

が
１
事
業
所
20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

② 

本
事
業
は
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。

町
内
の
事
業
所
を
応
援
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課
・
各
地
域
局

香
美
町
地
域
産
業
活
性
化
人
材
育
成
支
援
事
業
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給
付
金
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐

欺
」
や
「
個
人
情
報
の
搾
取
」
に

ご
注
意
を
！

申
請
期
限
を
お
忘
れ
な
く
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課

経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金

　

「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）」（
１

人
当
た
り
１
万
５
千
円
）
の
支
給
要
件
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
対
し
て
、
３
月
14

日
ご
ろ
、
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
。

　

期
限
ま
で
に
申
請
し
な
い
場
合
は
、
給
付

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
請
書
の
紛
失
や
支
給
要
件
に
該
当
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
書
が
届
か
な
い

場
合
は
、
役
場
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

６
月
30
日
（
金
）

　

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

支
給
要
件

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
対
象

者
で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

　

① 

基
準
日
（
平
成
28
年
１
月
１
日
）
に
町

に
住
所
が
あ
る
人

　

② 

平
成
28
年
度
町
民
税
均
等
割
が
課
税
さ

れ
て
い
な
い
人

　

※ 

平
成
28
年
度
町
民
税
均
等
割
課
税
者
の

扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
（
配
偶
者
控

除
・
青
色
・
白
色
専
従
者
、
町
外
の
扶

養
者
含
む
）
人
、
生
活
保
護
受
給
者
の

人
は
除
く

　

市
町
村
や
厚
生
労
働
省
を
語
っ
た
不
審
な

電
話
な
ど
が
あ
っ
た
時
は
、
美
方
警
察
署
や

町
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
地
域
医
療
と

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
将
来
、
本
町

の
地
域
医
療
を
担
お
う
と
す
る
看
護
師
な

ど
の
医
療
技
術
者
を
目
指
す
学
生
を
対
象

に
、
修
学
資
金
を
貸
与
す
る
香
美
町
医
療

技
術
者
修
学
資
金
貸
与
制
度
を
創
設
し
、

平
成
29
年
度
貸
与
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

貸
与
対
象
者

　

次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
し
て
い
る

人
（
出
身
は
問
い
ま
せ
ん
）

　

① 

看
護
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検

査
技
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

臨
床
工
学
技
士
お
よ
び
薬
剤
師
を
養
成

す
る
大
学
、
専
門
学
校
な
ど
の
養
成
施

設
に
在
学
ま
た
は
入
学
見
込
者

　

② 

養
成
施
設
を
卒
業
後
、
一
定
期
間
内

に
看
護
師
な
ど
の
医
療
技
術
者
と
し

て
公
立
香
住
病
院
に
勤
務
す
る
意
思

が
あ
る
人

　

※ 

平
成
29
年
度
の
貸
与
対
象
者
に
つ
い

て
は
、
看
護
学
生
を
優
先
し
ま
す
。

貸
与
金
額

　

月
額
６
万
円
（
年
額
72
万
円
）

貸
与
期
間

　

正
規
の
修
学
期
間
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

修
学
資
金
の
返
還
免
除

　

貸
与
し
た
修
学
資
金
は
、
養
成
施
設
を

卒
業
後
、
一
定
期
間
内
に
公
立
香
住
病
院

に
お
い
て
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
、
修

学
資
金
の
貸
与
相
当
期
間
に
達
し
た
場
合

は
、
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

募
集
人
数

　

若
干
人

募
集
期
間

　

平
成
29
年
６
月
30
日
（
金
）
ま
で

　

※ 

募
集
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
引

き
続
き
応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
方
法

　

役
場
健
康
課
、
各
地
域
局
ま
た
は
公
立

香
住
病
院
に
備
え
付
け
の
修
学
資
金
貸
与

申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類
を
公
立
香
住
病

院
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

　

※ 

町
お
よ
び
公
立
香
住
病
院
の
Ｈ
Ｐ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

選
考
方
法

　

申
請
書
類
お
よ
び
面
接
で
貸
与
者
を
決

定
し
ま
す
。

　

な
お
、
面
接
時
間
な
ど
は
申
請
者
に
郵

送
で
通
知
し
ま
す
。

希
望
者
を
募
集
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

公
立
香
住
病
院

香
美
町
医
療
技
術
者
修
学
資
金
貸
与
制
度
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睡
眠
の
ウ
ソ
？
ホ
ン
ト
？

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

睡
眠
の
こ
と
、
正
し
く
理
解
し
て
い
ま
す
か
？

〜
正
し
い
知
識
で
、
快
適
睡
眠
宣
言
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

睡
眠
と
健
康
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

睡
眠
不
足
や
睡
眠
の
質
の
低
下
は
、
日
常
生

活
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
を
受
診
し
た
４
割
の

人
が「
睡
眠
で
十
分
休
養
が
と
れ
て
い
な
い
」

と
回
答
し
て
い
て
、
特
に
男
性
よ
り
女
性
が

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

睡
眠
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
快

適
な
眠
り
と
健
康
的
な
生
活
を
手
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。

Ｑ
． 

睡
眠
不
足
が
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
な

る
っ
て
本
当
？

Ａ
．【
ホ
ン
ト
】
で
す
。

　

睡
眠
不
足
や
不
眠
が
肥
満
や
高
血
圧
、
糖

尿
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き

起
こ
す
要
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
た
か
が
睡
眠
不
足
く
ら
い
で
」
と
軽
く

考
え
て
い
る
と
思
わ
ぬ
大
病
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
る
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
． 

睡
眠
で
休
養
感
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、

う
つ
病
の
可
能
性
が
あ
る
っ
て
本
当
？

Ａ
．【
ホ
ン
ト
】
で
す
。

　

き
ち
ん
と
睡
眠
を
と
っ
て
い
る
の
に
十
分

な
休
養
感
を
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
こ
こ
ろ

の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
中
で
も
、
う
つ
病
は
、
不
眠
と
密
接
な

関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
う
つ
病
患
者
の
９

割
近
く
に
不
眠
の
症
状
が
み
ら
れ
た
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。
２
週
間
以
上
続
く
慢
性
的

な
不
眠
は
、
う
つ
病
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

Ｑ
． 

必
要
な
睡
眠
時
間
は
、
世
代
に
よ
っ
て

異
な
る
っ
て
本
当
？

Ａ
．【
ホ
ン
ト
】
で
す
。

　

標
準
的
な
睡
眠
時
間
は
６
時
間
以
上
８
時

間
未
満
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
に

は
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
睡
眠
時
間
は
短

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
場
合
、

無
理
に
長
時
間
寝
床
で
過
ご
す
と
、
か
え
っ

て
眠
り
が
浅
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
年

齢
に
見
合
っ
た
睡
眠
時
間
を
意
識
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

年
代
別
快
適
睡
眠
の
ポ
イ
ン
ト

理
想
的
な
睡
眠
を
目
指
し
て

い
つ
も
と
違
う
睡
眠
に
は
要
注
意

　

よ
い
睡
眠
を
と
る
に
は
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

① 

起
床
時
刻
を
毎
日
同
じ
時
間
を
心
掛
け
る

と
１
日
の
リ
ズ
ム
が
つ
く
り
や
す
く
な
り

ま
す

② 

照
明
は
「
起
き
た
ら
明
る
く
、
寝
る
と
き

は
暗
く
」
を
意
識
し
ま
し
ょ
う

③ 

昼
寝
は
15
時
前
の
20
〜
30
分
が
効
果
的
で
、

そ
れ
以
上
は
、
夜
眠
れ
な
く
な
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う

④ 

寝
床
で
長
く
過
ご
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

⑤ 

寝
酒
は
〝
不
眠
の
も
と
〞
だ
か
ら
控
え
ま

し
ょ
う

　

睡
眠
中
の
激
し
い
い
び
き
や
呼
吸
停
止
、

手
足
の
む
ず
む
ず
感
な
ど
の
体
調
の
変
化
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
眠
れ
な
い
と
き

は
そ
の
苦
し
み
を
か
か
え
ず
に
、
医
師
や
保

健
師
、
看
護
師
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

○ 

休
日
で
も
、
で
き
る
だ
け
同
じ
時
刻
に
起

床
し
ま
し
ょ
う

○ 

朝
起
き
た
ら
、
太
陽
光
を
浴
び
て
体
内
時

計
を
リ
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う

○ 

寝
床
に
入
っ
て
か
ら
、
携
帯
電
話
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○ 

日
中
の
眠
気
に
注
意
し
、
睡
眠
時
間
が
足

り
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

○ 

睡
眠
不
足
は
仕
事
の
能
率
低
下
に
つ
な
が

る
の
で
、
睡
眠
時
間
を
十
分
確
保
し
ま

し
ょ
う

○ 

午
後
の
早
い
時
刻
の
短
い
昼
寝
（
30
分
以

内
）
は
、
能
率
改
善
に
有
効
で
す

○ 

就
寝
・
起
床
時
刻
を
見
直
し
て
、
睡
眠
時

間
の
適
正
化
を
図
り
ま
し
ょ
う

○ 

寝
床
に
い
る
時
間
が
長
い
と
、
眠
り
が
浅

く
な
り
睡
眠
の
質
が
低
下
す
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す

○ 

日
中
に
適
度
な
運
動
を
行
う
と
、
入
眠
を

促
進
し
て
熟
睡
度
が
向
上
し
ま
す

若
者
世
代

勤
労
世
代

熟
年
世
代

夜
更
か
し
を
避
け
て
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
を

保
ち
ま
し
ょ
う
！

毎
日
し
っ
か
り
睡
眠
時
間
を
確
保
し
て
疲
労

回
復
・
能
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
！

朝
晩
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
必
要
以
上
の
睡
眠

は
と
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
介
護
予

防
教
室
や
い
き
い
き
講
座
な
ど
の
出
前
講
座
を
行
い
ま

す
。

② 

暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
つ
く
り
ま
す

　

（
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
）

　

 　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
円
滑
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す
る
た
め
、
医

療
機
関
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
も
行
い
ま
す
。

③ 

み
な
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す

　

（
権
利
擁
護
業
務
）

　

 　

「
お
金
の
管
理
や
契
約
に
関
す
る
こ
と
に
不
安
が
あ

る
」、「
頼
れ
る
家
族
が
い
な
い
」
な
ど
の
場
合
に
は
、

成
年
後
見
制
度
や
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
が
利
用
で

き
ま
す
。

　
 　

ま
た
、
虐
待
の
早
期
発
見
、
把
握
に
努
め
、
他
の
機

関
と
連
携
し
て
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
お
守
り
し
ま
す
。

④
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

（
総
合
相
談
業
務
）

　

 　

介
護
に
関
す
る
こ

と
、
健
康
や
福
祉
、

医
療
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
ご
家
族
や
、
ご

近
所
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
も
ご
相
談
い

た
だ
け
ま
す
。

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

「
い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
愛
称
で
す
。

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
の
役
割

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
高
齢
者
や
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
を
医
療
、
保
健
、

福
祉
お
よ
び
介
護
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
総
合
的

に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
保
健
師
、
社
会
福
祉

士
な
ど
の
専
門
職
が
、互
い
に
連
携
を
取
り
な
が
ら「
チ
ー

ム
」
と
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

具
体
的
な
業
務
内
容

① 

自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

　

（
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
）

　

 　

健
康
な
人
で
も
心
身
の
機
能
を
積
極
的
に
使
わ
な
い

と
、
次
第
に
衰
え
、
介
護
が
必
要
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

▲ いきいき相談センターのスタッフ

　

手
話
を
必
要
と
す
る
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
た
め
、
聴
覚
障
害
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
よ
う
と
す
る
人
や
、
手
話
に
興
味
の
あ
る
人
を

対
象
に
、
手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

　

 

６
月
16
日(

金)

〜
平
成
29
年
11
月
24
日(

金)

の
毎
週
金
曜
日(

８
月
11
日
、
10
月
20
日
、
11
月

３
日
は
除
く
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

と
こ
ろ

　

香
住
区
中
央
公
民
館
な
ど

対
象
者　

　

町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
（
高
校
生
以
上
）
で
初

め
て
手
話
を
習
う
人

　

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

内
容

　

相
手
の
簡
単
な
手
話
が
理
解
で
き
、
手
話
で
あ
い

さ
つ
や
自
己
紹
介
程
度
の
会
話
が
で
き
る
よ
う
、
手

話
の
基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
る
。

受
講
料

　

無
料

　

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限

　

６
月
13
日
（
火
）
午
後
5
時
15
分

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
福
祉
課

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入
門
課
程
」
開
催

手
話
に
興
味
が
あ
る
人
を

募
集
し
ま
す
！
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【事例】

　アパートで一人暮らし中の息子が部屋のトイ

レ詰まりをなんとかしようと、慌ててネットで

見つけた業者を呼んだ。

　業者に「簡易修理なら 1 万円でできるが、

根本的な修理をしないとまた詰まる」と言われ、

きちんと修理して欲しいと伝え、5万円を前払

いした。

　修理が終わり、大家に伝えると「知っている

業者だと 5千円もかからなかった。そちらが

勝手に修理を頼んだのだから、負担しない」と

言われた。

　息子が全額負担しないといけないのか。

【ひとことアドバイス】

◆ 原則として、賃貸アパートなどの修理は家主

に責任があります。

◆ しかし今回のケースでは、借主が家主に相談

なく勝手に修理を頼んだことになり、家主に

全額負担を求めるのは困難です。

◆ 悪質な業者は高額な修理費用を請求する可能

性があり、注意が必要です。

◆ 賃貸アパートなどで修理が必要な場合は、事

前に家主に相談しましょう。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活費 相談

賃貸アパートの修理は必ず大家に相談！
～一人暮らしのトイレ詰まり～

きちんと分けてリサイクル

資源物のゆくえ！資源物のゆくえ！

●問い合わせ先　役場町民課

　皆さんがゴミを出すときにきちんと分けた「資源

物」がどのように資源化されているのかを紹介して

いるこのコーナー。第４回は「紙製容器包装」です。

　紙製容器包装をきちんと分別して排出します。　

①中身を使い切り、汚れを落とす。

② 資源ごみ用指定袋（緑色）に入れて、「紙製容器

包装」の収集日に出す。

　※ お菓子の箱やティッシュの箱など　マークが目

印です！

　※ 　マークのついていないコピー用紙や封筒、　

マークのついた牛乳パックなどは「古紙類」に

出してください。

　排出された紙製容器包装を収集してクリーンパー

ク北但に搬入します。

町民さんは…

町では…

　紙箱やダンボールなど

の製紙原料に利用され、

製紙原料に向かないもの

は固形燃料などとして利

用されます。

リサイクル業者では…

クリーンパーク北但では…

④紙製容器包装編
【選別】

　作業員の手で、不純物を

取り除きます。

　※ 紙製容器包装ではない

新聞紙などが混ざって

いると手選別作業に手

間と時間がかかります。

【圧縮梱包】

　小さく圧縮、梱包してリ

サイクル事業者に引き渡し

ます。
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 おめでとうございます

町内から表彰受賞者がありました

のじぎく賞

　田辺鎮
し ず お

雄さん（村岡区大笹）

文 芸 か み文 芸 か み
真真
ま さ ごま さ ご

砂砂俳句会俳句会
４月句会から４月句会から

鍵
穴
を
ひ
か
り
の
春
が
通
り
抜
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田 

美
代
子

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
生
地
の
ト
ロ
リ
と
春
が
来
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西 

政
枝

百
年
の
蔵
戸
を
守
り
梅
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

踏
青
や
一
枝
一
草
を
も
愛
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
西 

澤
子

晋
山
式
の
僧
は
独
り
身
花
の
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

浦
日
和
ま
つ
る
旧
家
の
御
殿
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君
香

隠
れ
里
の
空
突
き
あ
げ
て
白
木
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二
三
子

潮
の
香
の
広
が
る
河
口
入
学
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 
政
江

囀
り
や
無
人
売
場
に
畑
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶
微
子

手
囲
ひ
に
灯
す
線
香
花
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

城
崎
や
七
湯
巡
り
と
柳
の
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

調
律
の
音
へ
芽
吹
き
の
大
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

春
時
雨
相
合
傘
の
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）

　

４
〜
10
月　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

　

11
〜
３
月　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

みなさんに

にじゅうまる

　瓜ヶ平さんは消防士と

して、昭和 57 年の旧美

方郡広域消防事務組合

の発足と同時に帰郷さ

れ、38 年間の長きに渡

り、数々の現場に駆けつ

け、地域住民の安全安心

を守ってこられ、このた

び瑞宝単光章を受章され

ました。

春の危険業務従事者叙勲

瑞宝単光章 瓜ヶ平和
か ず み

美さん
（小代区大谷）

■
編
集
後
記
■

　

４
月
よ
り
広
報
担
当
と

な
り
、
こ
れ
か
ら
町
内
各

地
で
取
材
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
が
増
え
る
と
思

い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
と
の
出

会
い
や
た
く
さ
ん
の
場
所

に
行
け
る
こ
と
が
楽
し
み

で
す
。

　

こ
の
広
報
「
ふ
る
さ
と

香
美
」
を
通
じ
て
、
町
や

人
の
魅
力
を
自
分
ら
し
く

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
今
回
私
の
第

一
号
と
な
る
広
報
「
ふ
る

さ
と
香
美
」
を
発
行
す
る

に
あ
た
り
、
取
材
、
写
真

撮
影
、
記
事
の
提
供
な
ど

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
そ
し
て
何
よ
り
広

報
誌
作
成
を
手
取
り
足
取

り
教
え
て
く
れ
た
前
任
の

コ
バ
ヤ
シ
く
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

木
原
弘
一
郎
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 29年 4月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

※ このコーナーは、先月（3/21 ～ 4/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

こんにちは、赤ちゃん

まちのうごき

人　口

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

150）

84）

66）

19）

（平成 29 年 4月 1日現在）

18,387 人（－

8,811 人（－

9,576 人（－

  6,625 世帯（－

※ このコーナーは、先月（3/21 ～ 4/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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ぴ
か
ぴ
か
の
一
年
生
！
小
学
校
入
学
式

町
内
小
学
校
入
学
式
（
４
月
10
日
）

　

町
内
11
小
学
校
（
余
部
小
学
校
御
崎
分
校
含
む
）
で
４
月
10
日
に
１
３
０
人

の
新
１
年
生
を
迎
え
、
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
柴
山
小
学
校
（
邑
橋
孝
弘
校
長
、
61
人
）
で
は
、
真
新
し
い
制

服
を
身
に
つ
け
た
11
人
の
新
入
生
が
元
気
よ
く
登
校
し
、
入
学
式
で
は
、
担
任

▲射添小学校の新入生の皆さん

▲小代小学校の新入生の皆さん

▲柴山小学校の新入生の皆さん

の
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
「
は
い
っ
！
」
と
返
事
を
し
て

い
ま
し
た
。 

　

新
入
生
の
表
情
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
に
期
待
や
希
望
に
み
ち
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
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町
内
の
小
中
学
校
な
ど
の
新
入
生
に
対
し
て
、
安
全
に
登

下
校
を
し
て
も
ら
う
た
め
、役
場
、香
住
交
通
安
全
協
会
（
三

輪
一か

ず

み三
会
長
）、
香
美
町
防
犯
協
会
（
西
村 

功
会
長
）、
美

方
警
察
署
香
住
・
村
岡
警
部
派
出
所
（
松
本
泰
雄
所
長
）
が

そ
れ
ぞ
れ
交
通
安
全
物
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
新
１
年
生
61
人
を
迎
え
る
香
住
小
学
校
（
山

西
周
二
校
長
、
３
４
９
人
）
で
４
月
４
日
に
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
西
内
副
町
長
や
松
本
泰
雄
所
長
が
「
交
通
事
故

に
注
意
し
て
、
道
路
に
飛
び
出
さ
ず
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
た
ち
と
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く
通
学
し
て
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
し
た
あ
と
、
関
係
者
が
同
校
の
新
1
年
生
代

表
５
人
に
遠
く
か
ら
で
も
よ
く
目
立
つ
よ
う
に
黄
色
の
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
や
横
断
旗
、
緊
急
時
に
使
う
防
犯
ブ
ザ
ー
を

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

田
中
陽ひ

ま

り葵
さ

ん
（
香
住
区
香

住
）
は
「
車
に

気
を
つ
け
て
横

断
歩
道
を
渡
り

ま
す
。
小
学
校

で
勉
強
す
る
の

が

楽

し

み

で

す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
く
通
学
を

交
通
安
全
物
品
の
贈
呈
式
（
４
月
４
日
、香
住
小
学
校
）

▲ 贈呈式に参加した皆さん

　

４
月
８
日
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
て
美
方

警
察
署
（
廣
瀬
哲
也
署
長
）
が
し
お
か
ぜ
香
苑
で
交
通
安
全

運
動
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
廣
瀬
署
長
が
「
車
が
来
な
い
だ
ろ
う
、
人
が
来
な

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
運
転
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

安
全
確
認
や
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

続
い
て
香
住
第
一
中
学
校
の
松
岡
く
み
さ
ん
（
香
住
区
香

住
）
が
「
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
、
や
さ

し
さ
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
交
通

安
全
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
香
住
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
や
白

バ
イ
３
台
に
よ
る
模
範
走
行
が
行
わ
れ
、
見
学
に
訪
れ
て
い

た
皆
さ
ん
が
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

親
子
で
見
学

に
訪
れ
て
い
た

長
谷
川
美
穂
さ

ん
（
香
住
区
駅

前
）
は
「
白
バ

イ
や
パ
ト
カ
ー

を
近
く
で
見
る

こ
と
が
で
き
、

こ
れ
を
き
っ
か

け
に
家
族
と
交

通
安
全
に
つ
い

て

話

を

し

た

い
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
発
式
（
４
月
８
日
、し
お
か
ぜ
香
苑
）

▲ 白バイによる模範走行

　

４
月
10
日
、
食
を
通
じ
た
交
流
を
深
め
よ
う
と
香
住
観
光

協
会
青
年
部
（
原
弘
一
部
長
）
が
友
好
交
流
都
市
の
大
阪
府

吹
田
市
で
、「
香
住
ガ
ニ
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
香
住
ガ
ニ
の
地
元
一
押
し
の
お
い
し
い
食
べ

方
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催
。カ
ニ
の
素
材
を
活
か
す「
焼

き
ガ
ニ
」「
茹
で
ガ
ニ
」「
天
ぷ
ら
」「
カ
ニ
刺
し
」
の
4
点

を
調
理
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
参
加
者
は
、
同
部
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
焼
き
ガ

ニ
は
生
の
部
分
が
少
し
残
る
焼
き
加
減
が
一
番
お
い
し
い
」

「
茹
で
ガ
ニ
は
鍋
に
入
れ
る
塩
の
量
と
ゆ
で
時
間
が
大
切
」

な
ど
の
説
明
を
受
け
調
理
を
ス
タ
ー
ト
。
前
日
に
水
揚
げ
さ

れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
香
住
ガ
ニ
を
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
次
々
と
調
理
し
ま
し
た
。

　

調
理
後
、
香
住
ガ
ニ
を
試
食
し
た
参
加
者
は
口
々
に
「
甘

く
て
、
お
い
し

い
」「
風
味
が

違
う
」
な
ど
と

感
想
を
話
し
、

香
住
ガ
ニ
の
味

覚
を
満
喫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一

人
は
「
香
住
ガ

ニ
の
美
味
し
さ

に
感
動
し
た
。

ぜ
ひ
現
地
で
も

味
わ
っ
て
み
た

い
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

香
住
ガ
ニ
の
美
味
し
さ
に
感
動
！

香
住
ガ
ニ
料
理
教
室
ｉ
ｎ
吹
田（
４
月
10
日
、吹
田
市
内
）

▲ 香住ガニを試食する参加者の皆さん
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役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　 消費生活センター　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

町内放送が聞き取れなかった

場合はお電話ください。

専用電話番号

（０７９６）３６－１２１０

※通話料がかかります。

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
146

号
）
平
成
29
年
5
月
11
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

　「香美町の地域おこし協力隊っていつもどこで何し

てるの？」

　そんな質問に答えるため協力隊メンバーの日々の活

動や暮らしを毎月交代でお知らせします。

　こんにちは。香美町地域おこし協力隊の鈴木俊
と し や

哉で

す。

　私は、平成 28年 8月に移住し、活動しています。

　出身は京都府南部に位置する京田辺市。海がないと

ころなので、今でも香住の美しい海を見ると嬉しくな

ります。地方での生活を体験したい。それならば、旅

行で訪れたことのある香美町に行こうと決め、やって

きました。 ▲鈴木隊員

▲展示会でＰＲ活動をする鈴木隊員

▲漁協で魚醤のＰＲをする鈴木隊員

▲沖浦区の秋祭りに参加した鈴木隊員

香美町地域おこし協力隊 日記香美町地域おこし協力隊 日記
第２話

　

私
の
活
動
場
所
は
但
馬
漁
業
協
同
組
合
（
香
住
支
所
）

で
、主
な
活
動
内
容
は
水
産
業
振
興
・
Ｐ
Ｒ
拡
大
業
務
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
昨
年
９
月
か
ら
漁
協
が
販
売
を
開
始
し

て
い
る
魚
醤
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
東
京
や
大

阪
で
開
催
さ
れ
る
大
き
な
展
示
会
に
参
加
し
た
り
、
京
阪

神
地
区
で
行
わ
れ
る
産
直
市
に
出
店
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
協
が
行
う
出
張
販
売
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

販
売
活
動
に
加
え
て
、
自
前
の
チ
ラ
シ
を
作
り
但
馬
の
魚

介
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
香
住
の
代
名
詞
で
あ
る
「
松
葉

ガ
ニ
」
や
「
干
し
カ
レ
イ
」
だ
け
で
な
く
、
ま
だ
あ
ま
り

認
知
さ
れ
て
い
な
い
魚
介
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

住
ま
い
は
沖
浦
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
、

昨
秋
は
、
地
区
の
祭
り
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
ま
で
こ
の
よ
う
な
行
事
に
縁
が
無
か
っ
た
私
に

と
っ
て
は
驚
き
の
連
続
で
し
た
が
、
大
変
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

活
動
を
開
始
し
て
、
約
10
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
よ
り
主
体
的
に

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
で
私
の
こ
と
を
見

か
け
た
時
は
遠
慮
な
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。


